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高 齢 者 問 題 研 究No.121996,123～131

生涯体育 と高齢者の健康・生 きがい・基礎体力に関する研究

森谷 紫*布 上 恭子**
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Abstract

In1995,60malesand143femalesbetweentheagesof50and80whoweremembersof
clubsfortabletenniswereaskedtoansweraquestionnaire.Itwascomposedoffiveparts.
Part1;profileofrespondents,2;practicingandplayingtabletennis,3;1ifestyle,4;health,

5;morale.Healthlevelwasevaluatedfromthescoresgiventoanswersof24questions(HHI
scores).Moralelevelwasalsoevaluatedfromthescoresgiventoanswersof20questions

(PGMscores).
Itisrealizedthathealthconsciousnessofparticipantsintabletennisclubswerebetter
thanthatofotherseniorcitizen'sgroupswhomwehadsurveyedpreviouslybythesame
method.HHIscoresoftheclubmembersshowedatendencytobegood,andtheirPGMscores

werebetterascomparedtothoseofotherseniorcitizen'sgroups.
Someofrespondents(eightmalesandfourfemales)wereaskedtoputonapedometer
duringawakeningandrecordtheirownpedestriannumberseverydayfromSeptemberto
December.Thepedestriannumberwasgreaterinthedaysofpracticingandplayingtable
tennisthanthatoftheotherdays.
Fromtheseresults,practicingandplayingtabletennisasacontinuingexerciseis
inferredtobeusefultohealth,moraleandphysicalfitnessformiddle-agedandsenior
Cltlzens.

甲

1.緒 言

我々は急速に進展するわが国の高齢化に対応す

る有用な資料を得ることを目的として,1984年,

札幌市内の在宅70歳 代男女221名(男110,女111)

を対象にして,生 活,健 康,生 きがい感,基 礎体

力に関する調査を行った。その結果か ら,健 康と

生きがい感に恵まれて暮 らしている70歳代男女と

逆に恵まれない70歳代男女の特徴を抽出し,分 析

した1)・2)。さらに調査後三年にあたる1987-88年

に再度これ らの高齢者宅を訪問 し,三 年前と同様

の調査を行って,こ れ ら高齢者の三年間の変化を

追跡 した3)・4)。また1989年 には都市部の高齢者 ス

ポーツ教室に参加 している男女について5),1990

年には同老人クラブ参加の高齢者にっいて6),都

市ではなく農業,漁 業を主産業とする地域に居住

する高齢者について7),生 活,健 康,生 きがい感,

基礎体力,日 常の行動量について調査と測定を行

い,健 康で生きがい感を持 った老年期の達成要因

を明らかにしようと試みてきた。また男性に比べ
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て,女 性高齢者で明らかになった,生 きがい感や

自覚的健康感の低い傾向の原因を明らかにする目

的で,20歳 代からの女性を対象に した調査を行っ

た8)。その結果,健 康と生きがい感に恵 まれて老

年期を過ごすためには,個 人に与えられた身体的 ・

精神的 ・社会的諸条件を,若 い時期から充分 に活

用 して生活することが重要 らしいと推測している。

さらに健康で生きがい感に恵まれて暮らしている

高齢者は,日 常生活が活動的であり,基 礎体力の

高い傾向が認められた。江別市の高齢者スポーツ

健康教室や札幌市の老人クラブは,高 齢期を迎え

た人々の健康や生きがい感に寄与 していると推測

された。

基礎体力を高め,日 常生活を活動的にするもの

として,運 動やスポーッがある。従来の研究結果

か ら,高 齢者の自覚的健康状態や生きがい感,基

礎体力の維持に高齢者スポーツ教室は非常に役立っ

ていると推測された5)。しかし高齢者 スポーッ教

室は,希 望する高齢者全てが無理なく利用できる

ほど充分に開催されている実情ではない。そこで

もっと自主的に数多 くの高齢者が参加 している卓

球同好会に着目した。卓球愛好者の生活,健 康,

生きがい感を調査することか ら,健 康で生きがい

感に恵まれた老年期の達成要因をさらに明 らかに

できると考えた。日常生活活動の状態を決める要

因は数多いが,生 涯体育に関する実証研究から,

その要因を明 らかにできれば,将 来の高齢者の生

活向上に役立っ知見になると考えた。そこで本調

査研究では,札 幌市に居住する卓球愛好高齢男女

を対象として,生 活,健 康,生 きがい感,1日 あ

たり歩行数に関する調査研究を行い,従 来の研究

結果と比較 しながら,そ の特徴を明らかにするこ

・とを目的とした。

2.研 究方法

「生涯体育と生活 ・健康 ・生きがいに関するアン

ケー ト」を作成 し,札 幌市内の8卓 球クラブ(高

卓会,球 友会,卓 心会,月 寒マスカット,伏 古卓

球サークル,篠 路 コミュニティセンター卓球サー

クル,屯 田地区センター卓球サークル,栄 町地区

センター卓球サークル)に 所属する268人 を対象

にして調査を行 った。本調査表は,我 々が過去に

行 った高齢者を対象にした際に用いた調査表 「高

齢者の方の生活 ・健康 ・生きがいに関するアンケー

ト」を基にして作成 したものである。調査表は以

下の5っ のパー トから構成 された。(1)対 象者

のプロフィル,(2)卓 球実施状況,(3)ラ イフ

スタイル,(4)健 康状態,(5)生 きがい感であ

る。自覚的健康状態は,「あなたは自分 の健康状

態についてどう思いますか」 という質問に対 して,

「非常によい」「よい」「普通」「やや不良」「不良」

の5段 階選択肢に回答を得,自 覚的健康状態のよ

い方か ら1,2,3,4,5点 と配点をした(自

覚的健康状態スコア)。健康度 は24項 目の質問 に

頻度による3段 階選択肢で回答を得,健 康度の高

い方か ら1,2,3点 と配点を し,そ の合計点を

「健康度(HHI)ス コア」 とし,性 別,年 代別

に平均値を計算 した。生 きがい感調査は浦澤 ら

(1981)9)が,PhiladelphiaGeriatricMorale

Scaleを もとに作成 した質問項目20か ら成 る 「生

きがい感調査法」によった。感 じの度合いを3段

階選択肢か ら回答させ,生 きがい感の高い方か ら

1,2,3点 と配点をし,そ の合計点を 「生きが

い感(PGM)ス コア」とし,性 別,年 代別に平

均値を計算 した。 したが って自覚的健康状態スコ

ア,HHIス コア,PGMス コアはそれぞれ値が

低いほど状態の良いことを示 している。

アンケー ト回収率は,80.2%(215/268),有

効回答数は203(男 性60,女 性143)で あった。

さらに8卓 球クラブの会員から男性8名,女 性

4名 に万歩計(リ ズム時計,電 子歩数計TD290

HC)を 装着 してもらい,毎 日の歩行数を9月 一

12月 の期間記録 してもらい,そ の記録をもとに,

卓球をした日としない日の平均歩行数を計算 した。
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表1本 調査における卓球クラブ会員の年代別 ・性別人数内訳

男 性 女 性

耳

50歳 代

60歳 代

70歳 代

11人(18.0%)

32(52.5)

17(29.5)

89人(62.2%)

46(32.2)

8(5.6)

合計 60(100) 143(100)

表2高 齢卓球クラブ会員の職業の有無

男 性

有 職 無 職 合 計 有 職

女

無 職

性

合 計

50歳 代

60歳代

70歳代

10人(100%)0人(0%)10人(100%)

9(28.1)23(71.9)32(100)

2(11.8)15(88.2)17(100)

6人(6.8%)82人(93.2%)88人(100%)

4(8.7)42(91.3)46(100)

0(0)7(100)7(100)

(無職には主婦を含む)(無 回答の欠損データは集計から外した)

表3高 齢卓球クラブ会員の卓球実施状況

(週あたり練習回数)

50歳 代 60歳 代 70歳 代

旨

男性A

B

C

7人(77.8%)

2(22.2)

0(0)

21人(67.7%)

8(25.8)

2(6.3)

7人(50%)

7(50)

0(0)

合計9(100) 31(100) 14(100)
ψ

女性A

B

C

48人(57.1%)

34(40.5)

2(2.4)

27人(62.8%)

14(32.6)

2(4.7)

3人(42.9%)

3(42.9)

1(14.3)

合計84(100) 43(100) 7(100)

A:週 あ た り1～2回,B:3～4回,C:5～6回

命

Ψ

3.結 果

3--1.本 調査における高齢卓球クラブ会員のプ

ロフィル

本調査に回答を依頼 した50-70歳 代の卓球クラ

ブ会員の年代別,男 女別人数を表1に 示 した。男

性では60歳代が最 も多 く,52.5%で あった。 一方

女性では,50歳 代が最大で62.2%で あった。 回答

者の高齢卓球クラブ会員の職業の有無を表2に 示

した。50歳 代の男性では全員有職であったが,60

歳代,70歳 代 と年代が高 くなるほど,無 職者の比

率が高 くなった。一方女性では50歳代と60歳代で

有職者が7-9%い たが,70歳 代ではいなかった。

3-2.高 齢卓球クラブ会員の卓球実施状況

本調査に回答 した高齢卓球クラブ会員の1週 間

あたり練習や試合日数を,年 代別,性 別に表3に

示 した。50歳 代,60歳 代の男女で,1週 間あたり

練習回数は1-2回 が最 も多か った。 しか し,70

歳代では男女とも週当たり1-2回 と3-4回 の

人が同じ割合になった。高齢卓球クラブ会員の卓

球継続年数を5年 未満,5年 以上一10年未満,10
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表4高 齢卓球クラブ会員の卓球継続年数

男 性 女 性

50歳 代 60歳 代 70歳 代 50歳 代 60歳 代 70歳 代

A(5年 未 満)1人(11.1%)13人(43.3%)5人(33.3%)22人(26.2%)11人(26.2%)2人(25.0%)

B(5年 以上10年未満)1(11.1)8(26.7)5(33.3)24(28.6)18(42.9)3(37.5)

C(10年 以 上)7(77.8)9(30.0)5(33.3)38(45.2)13(31.0)3(37.5)

合計 9(100)30(100)15(100)84(100)42(100)8(100)

表5高 齢卓球クラブ会員の睡眠時間

A B C D E 合計

男性50歳 代0人(0%)1人(9.1%)6人(54.5%)4人(36.4%)0人(0%)11人(100%)

60歳 代2(6.5)10(32.3)15(48.4)2(6.5) 2(6.5)31(100)

70歳 代2(11.8)6(35.3)5(29.4)3(17.6)1(5.9)17(100)

女 性50歳 代0人(0%)29;AJ(33.0%)41人(46.6%)16《(18.2%)2人(2.3%)88(100%)

60歳 代3(6.5)17(37.0)15(32.6)9(19.6)2(4.3)46(100)

70歳 代0(0) 1(14.3)4(57.1)1(14.3)1(14.3)7(100)

A:9時 間以上,B:8時 間,C:7時 間,D:6時 間,E:5時 間以下

表6高 齢卓球クラブ会員のライフスタイルの自己評価

非常に健康的 大体において健康的 非健康的 合計

男性 50歳 代

60歳 代

70歳代

1人(9.1%)

2(6.5)

3(8.6)

9人(81.8%)

29(93.6)

14(82.4)

1人(9.1%)

0(0)

0(0)

11人(100%)

31(100)

17(100)

女性 50歳 代

60歳 代

70歳 代

16人(18.2%)69人(78.4%)

9(19.6)37(80.4)

4(50.0)4(50.0)

3人(3.4%)

0(0)

0(0)

88人(100%)

46(100)

8(100)

年以上に3分 類 して表4に 示 した。男女 とも10年 況,栄 養バランスの評価,間 食,食 事の塩分,飲

以上継続 している人たちも多かった。 酒,喫 煙,運 動習慣,ラ イフスタイルの自己評価

などに回答 してもらった。 このうち,高 齢卓球 ク

3-3.高 齢者卓球クラブ会員のライフスタイル ラブ会員の平均的睡眠時間を年代別,性 別 に表5

ライフスタイルとして,睡 眠時間,朝 食摂取状 に示 した◎男性では年代が高 くなると睡眠時間が

一126一
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長 くなる傾向が認められたが,女 性ではそのよう

な傾向は認められなか った。自分のライフスタイ

ルをどのように評価 しているかをたずねた結果を

性別,年 代別に表6に 示 した。年代別の違いはあ

まり認められなかったが,男 女間に違いがあり,

男性に比べて女性の自己評価が高い傾向であった。

3-4.高 齢卓球クラブ会員の健康状態

高齢卓球クラブ会員の男女の自覚的健康状態 ス

コアの平均値を計算 し,年 代別に比較した(表7)。

スコアは50代→60代 →70代 と年代が高 くなるにっ

れて小さくなっている(自 覚的健康状態が良くなっ

ている)傾 向がみられるが,Cochranのt検 定で

有意差ではなかった。また,年 代別に男女を比較

すると,t検 定では有意水準ではなかったが,男

性よりも女性の方がスコアが高 く,自 覚的健康状

態がよくない傾向が認められた(表7)。

我々が今まで調査 してきた高齢者 グルーフ.の自

覚的健康状態 は70歳代男女についてである。 しか

し高齢卓球 クラブ会員の70歳 代男女は人数が多 く

なかったので,サ ンプル数を増やすために,60歳

代と70歳代を合わせて60歳 代以上のグループとし,

表7高 齢卓球クラブ会員の自覚的健康状態スコア,HHlス コアとPGMス コア

自覚的健康状態スコァ HHIス コア PGMス コア

男性 50歳 代

60歳 代

70歳 代

2.82±0.19(11)

2.72±0.11(32)

2.47±0.18(17)

34.5±2.14(11)

35.9±1.33(32)

36.2=±=1.58(17)

30.5=±=1.89(11)

29.7±1.05(32)

28.3±1.21(17)

φ

女性 50歳 代

60歳 代

70歳 代

2.87±0.08(89)

2.78±0.11(46)

2.50±0.29(8)

36.0±0.70(89)

37.2±1.19(46)

33.6±3.26(8)

30.4±0.61(89)

31.0±1.12(46)

30.3±2.99(8)

平均値±標準誤差,()内 の数字は回答数を示す。回答に欠損があった場合は,

れの中間の得点を与えてスコアを計算した。

それぞ

表860-70歳 代高齢卓球クラブ会員と既調査の他高齢者グループ(70歳 代)の 自覚的健康状態スコアの比較

男 性 (1)と の比 較 女 性 (1)と の比 較

(1)高 齢 卓 球 ク ラ ブ会 員2.61±0.1(46)

(2)高 齢 者 ス ポ ー ッ教 室2.78±0.1(22)

(3)老 人 クラブ会員

(4)道 東居住者

(5)札 幌S地 区居住者

NS

2.73±0.1(52)

2.87±0.1(22) NS

3.23±0.1(115)P<0.0013.26±0.1(79)P〈0.01

2.99±0.1(159)P<0.053.31±0.1(138)P<0.01

3.12±0.1(99)P<0.013.31±0.1(95)P<0.001

4

平均値±標準誤差,()内 の数字は回答数を示す。NS=有 意差なし,P=有 意水準

自覚的健康状態が 「非常によい」に1点,「 よい」に2点,「 普通」に3点,「 やや不良」

に4点,「 不良」に5点 を与えてスコアを計算 した(欠損データは全てのグループで除外 した)。
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表960-70歳 代高齢卓球クラブ会員と既調査の他高齢者グループ(70歳 代)のHHlス コアの比較

男 性 (1)との比較 女 性 (1)との比較

(1)高 齢卓球クラブ会員 35.1±1.3(29)

(2)高 齢 者 ス ポ ー ツ教 室36.0±0.4(21)

(3)老 人 クラブ会員

(4)道 東居住者

(5)札 幌S地 区居住者

NS

35.5±0.7(107)NS

36.3±0.1(101)NS

35.7±0.7(99) NS

35.9±1.5(31)

34.8±0.4(19)

36.4±0.9(65)

38.0±0.1(73)

38.6±0.8(95)

NS

NS

NS

NS

平均値±標準誤差,()内 の数字は回答数を示す。NS=有 意 差なし

HHIス コアは24頁 目の健康自覚症状が 「ある」に3点,「 ときどき」に2点,「 ない」に

1点 を与えて計算 した(欠 損データは全グループで除外)。 スコアが低 いほど健康度 は高

いことを意味する。

既調査の70歳 代グループと比較 した。高齢卓球ク

ラブ会員に対するこの処理は表7の 結果か ら許容

されるものと考える。即ち60歳代の方が70歳 代よ

り自覚的健康状態スコアの平均値が高い傾向にあっ

たか らである。

高齢卓球クラブ会員60歳 代と70歳代の男女と既

調査70歳 代男女(高 齢者スポーッ教室参加者,老

人クラブ会員,道 東居住者,札 幌市S地 区居住者)

との自覚的健康状態 スコアの平均値 を比較 した

(この比較に際 しては,欠 損 を含むデータは他4

調査と同様に無効回答とした)(表8)。 これによ

ると高齢卓球クラブ会員男女のスコアは全グルー

プ中最 も低かった。Cochranのt検 定によって平

均値の比較をすると,男 女 とも高齢者スポーッ教

室参加者以外の三グループとの間に有意差がみ ら

れ,自 覚的健康状態が良いことを示 した。

高齢卓球クラブ会員の男女のHHIス コアの平

均値を計算 し,年 代別に比較 した(表7)。 男女

別にみた年代別スコアはCochranのt検 定で有

意差はなかった。自覚的健康状態スコアと同様に,

我々が今まで調査 してきた高齢者グループのHH

Iス コアは70歳代男女にっいてである。 しか し高

齢卓球 クラブ会員の70歳代男女は人数が多 くなかっ

たので,サ ンプル数を増やすために,60歳 代 と70

歳代を合わせて60歳代以上のグループとし,既 調

査の70歳 代グループと比較 した。高齢卓球 クラブ

会員に対するこの処理は表7の 結果か ら許容 され

るものと考える。即ち60歳代と70歳代のHHIス

コアの平均値には有意差が認め られなかったか ら

である。

高齢卓球クラブ会員60歳 代以上男女 と既調査70

歳代男女とHHIス コァの平均値を比較 した(こ

の比較に際 して,欠 損を含むデータは他4調 査と

同様に無効回答とした)(表9)。 これによると高

齢卓球クラブ会員のHHIス コアの平均値 は男性

では最 も低 く(最 も健康度が高い傾向)35.1±

1.3(平 均値±標準誤差),女 性ではスポーツ教室

参加者に次いで2番 目(2番 目に健康度が高い傾

向)で,35.9±1.5で あった。Cochranのt検 定

によって平均値の比較をすると,男 女とも他グルー

プとの間に有意差は認め られなかった。

3-5.高 齢卓球クラブ会員の生きがい感

自覚的健康状態スコア,HHIス コアの年代別

比較と同様に,年 代別PGMス コアには有意差は

認められなかった(表7)の で,高 齢卓球クラブ

会員の60歳代以上グループとし,既 調査の70歳 代

男女PGMス コアを比較 した(表10)。PGMス

コアは男女とも高齢者スポーッ教室参加者グルー

プに次いで2番 目(2番 目に生きがい感が高い傾

声

)
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表1060-70歳 代高齢卓球クラブ会員と既調査の他高齢者グループ(70歳 代)のPGMス コアの比較

男 性 (1)との比較 女 性 (1)との 比 較

(1)高 齢 卓 球 ク ラ ブ会 員28.7±0.8(43)

(2)高 齢 者 ス ポ ー ツ教 室28.6±0.2(21)

(3)老 人 クラブ会員

(4>道 東居住者

(5)札 幌S地 区居住者

NS

31.0±1.2(47)

28.1±0.2(21)P<0.05

31.5±0.7(112)P<0.0531.4±0.8(76)

30.6±0.1(103)P<0.0532.4±0.1(81)

31.1±0.7(98)P<0.0531.9±0.7(95)

NS

NS

NS

局

'

千
「
コ

位
12

11

10

車

平均値±標準誤差,()内 の数字は回答数を示す。NS=有 意差なしP=有 意水準

PGMス コアは20項 目の質問に感じの度合で3,2,1点 を与えて計算 した(欠 損データ

は除外)。 スコアが低いほど生きがい感の高いことを意味する。

峯位・千 女性
2

1

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

囮纏習日 圓線習日以外 麟練習日+練習日以外Z練 習日 §ヨ線習日以外 閣練習Ei÷練習日以外

図1高 齢卓球クラブ会員の平均1日 当たり歩行数

,

向)で あった(男 性28.7±1.3,女 性31.0±1.2)。

Cochranのt検 定によって高齢卓球クラブ会員 と

他グループとのPGMス コアの平均値を男女別に

比較すると,高 齢卓球クラブ会員のPGMス コア

にっいては男性では高齢者スポーッ教室参加者以

外の三グノレープより有意に低かった。女性では高

齢者スポーッ教室参加者との比較においてのみ有

意差がみ られ,高 齢者スポーッ教室参加者のPG

Mス コアが有意に低か った。他の三グループとの

間には有意差は認められなか った(表10)。

3-6.高 齢卓球クラブ会員の1日 あたり歩行数

1995年9月 か ら1995年12月 における高齢卓球ク

ラブ会員13名(男8名,女5名,平 均年齢66歳)

の1日 あたり平均歩行数 は,9月 に7301±821

(歩)(平 均歩行数±標準誤差),10月 に7044±945,

11月 に6811±1128,12月6416±917で あった。男

女別に卓球を行 った日と行わなかった日の平均歩

行数,並 びに両者を含む全平均歩行数を図1に 示

すが,男 女ともに卓球を行 った日の歩行数が明 ら

かに高いものであった。練習日と練習日以外を合

わせた男女の1日 あたりの平均歩行数を,我 々が

1989年 の同季節に行った老人クラブの結果と比較

した(男23名,女2名,平 均年齢74歳)。9月 に

7342±721(平 均歩行数±標準誤差),10月6830±

751,11月6422±749,12月7365±951で あり,い

ずれの月においても,高 齢卓球クラブ会員の1日

平均歩行数 と有意差は認められなかった。
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4.考 察

高齢期の幸福を考える時,「離脱理論」 と 「活

動理論」 の間に長年にわたる論争があったとい

う10)。「離脱理論」 によれば,高 齢の過程 は離脱

(個人と社会の成員間との関係が離 れていき,相

互作用の減少,規 範からの自由度の増大など)を

さし,こ れによって高齢期の幸福感が得 られると

するのに対 し,「活動理論」では,中 年期の活動

をできるだけ高齢期にも引き続 き行 うことによっ

て,幸 福感が得 られるという考えである。我々の

今までの調査研究 は,「活動理論」 を支持するも

のであった。その立場から,健 康で生 きがい感に

恵まれた高齢期を実現するたあの一っの方法 とし

て,生 涯スポーツの必要性が論 じられるようになっ

てきた11)。我々が,1990年 に報告した高齢者スポー

ツ教室参加者の自覚的健康状態,健 康度,生 きが

い感は我々の行ったその他の調査グループの結果

に比べて,大 変よいものであったので,高 齢期に

スポーッ ・運動をすることの利点は推測された。

本調査結果は,卓 球という比較的手軽にできる環

境が整 っているように見えるスポーッ(区 体育館,

地区センター,学 校体育館の夜間解放事業などで

施設が使いやすい,ラ ケットなどが入手 しやすい,

プレーに必要な費用がそれほど高 くない)に つい

て,ク ラブ会員を対象にしてこの点を確認するこ

とができたものと考える。

高齢卓球 クラブ会員のライフスタイルにっいて

みると,健 康的とされている睡眠時間7-8時

間12)と回答 したのは,男 性の50歳代で63.6%,60

歳代で80.7%,70歳 代で64.6%,女 性の50歳 代で

79.6%,60歳 代で69.6%,70歳 代で71.4%で あっ

た。その他の健康的ライフスタイルでよく実践 さ

れている行動は,朝 食をとる,栄 養のバランスが

よいと少 しはよい,喫 煙を しないと止めた,定 期

的に運動をするであった。一方実践されにくい健

康的行動は,間 食をしない,塩 分を控えるであっ

た。

健康面では,高 齢卓球クラブ会員の自覚的健康

状態は非常によかった。 しか し,男 女のHHIス

コア,女 性のPGMス コアは既調査の他高齢者 グ

ループに比べてそれほどよいものではなかった。

HHIを 構成する24質問項目とPGMを 構成する

20質問項目の総和と,「 自分 の健康状態をどう思

うか」ということとは対応 しないことがあっても

不思議ではないと思われる。60歳 代は避けること

のできない加齢による老化に備えて,適 度な運動

量を模索 している適応段階にあると考えると,本

調査の特に男性で職業生活からの引退に平行する

かのように,年 代が高 くなるにっれて卓球の練習

に参加する回数が増え,自 覚的健康状態,健 康度,

生 きがい感が高 くなる傾向を示 したことは,注 目

に値する結果 と考えられる。

練習日の1日 あたり平均歩行数 は練習日以外の

それより大きかった。対応のある2群 の差の検定

の結果,男 性では9～12月 の全ての月について練

習日とそれ以外の日に有意差が認め られたが,女

性では有意差は認められなかった。男性の練習日

の1日 あたり平均歩行数は練習日以外のそれより

約2倍 の歩行数となっていた。この結果は我々が

1989年 に行 った高齢者スポv・一一ツ教室参加者の 「ス

ポーッ教室にでた日」と 「でない日」の比較で も

認められたものであった。女性で 「卓球をした日」

と 「しない日」で有意差は認められなかったが,

調査対象者の中に指導者的な立場の人や,卓 球だ

けでなくゴルフやウォーキングを日常生活に取 り

込んでいる人が含まれていたことが万歩計装着 日

の生活の記録から明らかになった。また女性 は4

名 と万歩計の被験者が少ないことも,有 意差にっ

ながりに くい結果に関係 したと思われる。 しか し

傾向としては明 らかに,卓 球を した日の歩行数 は

しない日の歩行数に比べて大きかった。従って,

生涯 スポーッとして,卓 球を楽 しんだ り,取 り組

んだりしているクラブ会員は,基 礎体力を高める

ことと同時に,近 年スポーッの持っている働きと

して明 らかになっている情動効果13)によって,自

分自身の健康や将来を明るく考えることができて

いるのではないかと推測される。
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